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1. 平成26年2月期の連結業績（平成25年3月1日～平成26年2月28日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年2月期 277,066 2.3 3,088 △11.7 2,493 △7.7 969 △62.3
25年2月期 270,744 △7.1 3,497 9.8 2,701 17.6 2,570 ―

（注）包括利益 26年2月期 1,381百万円 （△54.8％） 25年2月期 3,057百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

26年2月期 2.40 ― 3.4 1.7 1.1
25年2月期 6.37 ― 9.8 1.9 1.3

（参考） 持分法投資損益 26年2月期 △67百万円 25年2月期 82百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年2月期 148,160 29,085 19.6 71.75
25年2月期 136,952 27,738 20.2 68.49

（参考） 自己資本 26年2月期 28,970百万円 25年2月期 27,652百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

26年2月期 10,637 △11,116 402 2,837
25年2月期 2,973 △2,560 △938 2,914

2. 配当の状況 

（注）平成27年２月期の期末配当予想は未定としております。 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

25年2月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
26年2月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
27年2月期(予想) ― 0.00 ― ― ― ―

3. 平成27年2月期の連結業績予想（平成26年3月1日～平成27年2月28日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 151,000 12.8 2,700 583.4 2,000 ― 1,400 ― 3.47
通期 304,000 9.7 7,400 139.6 5,900 136.6 4,200 333.2 10.40



※ 注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年2月期 404,379,406 株 25年2月期 404,379,406 株
② 期末自己株式数 26年2月期 608,493 株 25年2月期 605,877 株
③ 期中平均株式数 26年2月期 403,772,010 株 25年2月期 403,774,495 株

（参考）個別業績の概要 

1. 平成26年2月期の個別業績（平成25年3月1日～平成26年2月28日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年2月期 256,748 2.7 2,657 △11.8 2,295 12.6 1,368 △37.7
25年2月期 249,885 △7.2 3,013 15.2 2,038 41.9 2,198 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

26年2月期 3.39 ―
25年2月期 5.44 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年2月期 139,688 27,996 20.0 69.33
25年2月期 128,458 26,301 20.5 65.14

（参考） 自己資本 26年2月期 27,996百万円 25年2月期 26,301百万円

2. 平成27年2月期の個別業績予想（平成26年3月1日～平成27年2月28日） 
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表に対する監査手
続は終了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その 
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 業績予想の前提条件その他の関連する事項については、添付資料２ページ「経営成績に関する分析」をご参照ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 142,000 15.0 2,700 ― 2,000 529.3 1,400 ― 3.47
通期 287,000 11.8 7,100 167.1 5,600 143.9 4,100 199.6 10.15
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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

（当期の経営成績）

当連結会計年度のわが国経済は、政府・日銀による機動的な財政出動とかつてない金融緩和により円安・株高が

進行し、企業収益が改善いたしました。また、個人消費や設備投資にも持ち直しの動きが見られ、景気は緩やかな

回復過程をたどりました。 

百貨店業界におきましては、株価上昇に伴う資産効果に加えて、本年４月の消費税率引上げに伴う駆け込み需要

等もあり、昨年４月、７月、10月を除く各月の売上高が前年実績を上回るなど、総じて堅調に推移いたしました

が、百貨店の出店・増床が相次いだ大阪地区では引き続き厳しい競合が続いております。 

このような状況の下、当社グループでは、阿倍野店の増床及び改装工事を順次推し進め、本年３月７日「あべの

ハルカス近鉄本店」をグランドオープンするとともに、各事業にわたり収益力の向上に懸命の努力を払いました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

＜百貨店業＞

百貨店業におきましては、昨年６月13日、超高層複合ビル「あべのハルカス」の地下２階から地上14階に、「モ

ノ・コト・ヒトとの出会いが暮らしを彩る『街のような場』」をストアコンセプトとして「あべのハルカス近鉄本

店タワー館」を先行開業し、阿倍野店の増床を果たしました。その後既存館に当たる「あべのハルカス近鉄本店ウ

イング館」の全館改装に着手し、10月10日、上層階に若い男性向けの専門店ゾーンや子育てファミリー向け専門店

ゾーン等お客様の個々のニーズに即応した個性的なフロアを展開いたしました。また、本年２月22日にもウイング

館の下層階にヤングレディス専門店街「solaha（ソラハ）」をオープンし、若い女性客への取組みを強化するなど

各階の改装を推し進め、３月７日あべのハルカス近鉄本店をグランドオープンするに至りました。地域中核店につ

きましては、奈良店で店舗効率の向上と婦人服・婦人洋品売場の再編集等を柱とする全館改装を行い、四日市店で

は店舗全体の回遊性を高めるため地階に三重県最大の書籍専門店を開設し、併せて婦人服売場等に新規ブランドを

導入する売場改装を実施いたしました。一方、郊外店である桃山店につきましては、17年余りにわたり地域の皆様

にご愛顧いただきましたが、業績の低迷が続き、今後消費環境が大きく変わる中で回復の見込みが立たないと判断

し、本年９月末をもって営業を終了することといたしました。当社事業の第二の柱と位置づける専門店ビル事業に

つきましては、あべのハルカス近鉄本店のグランドオープンに照準を定め平成24年から実施してきたＨｏｏｐの改

装を継続し、改めて「新・大人のための自分スタイル編集館」にふさわしい店舗構成を確立したほか、名古屋駅前

の近鉄パッセにおいても人気ショップの導入に努め、ピュアヤングに特化したファッションビルとしての魅力向上

を図りました。 

このほか、エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社との業務提携に基づき共同開発した新しいＰＯＳシステ

ム及び商品発注システムを昨年６月から順次各店に導入し、また、同月からロイヤリティの高い優良顧客に対する

サービスの強化を図るべく、年間の買上額が大きい外商顧客に「プラチナカード」を発行するなど、商品力の強化

や顧客サービスの充実に向けた新たな仕組みを確立いたしました。 

これらの諸施策を鋭意実施したことにより、売上高は256,666百万円（前期比2.8％増）となりましたが、旗艦店

であるあべのハルカス近鉄本店で全館開業に至るまで改装工事が続き、各階の閉鎖やエレベーター・エスカレータ

ーの部分稼動等でお客様の買い回りに想定以上のご不便をおかけしたこともあり、売上高が目標に達しませんでし

た。このため、賃料・償却費等諸費用の増加や開業初期費用の負担を賄うことができず、営業利益は2,489百万円

（同12.1％減）となりました。 

 

＜卸・小売業＞

卸・小売業におきましては、株式会社シュテルン近鉄の輸入新車の販売が好調に推移いたしましたため、売上高

は10,891百万円（前期比14.8％増）となり、営業利益は188百万円（同39.1％増）となりました。 

 

＜その他事業＞

その他事業におきましては、第１四半期連結会計期間末でミディ総合管理株式会社及び株式会社くらし科学研究

所を連結の範囲から除外したため、売上高は9,508百万円（前期比17.3％減）となりましたが、株式会社近創の大

口工事の受注増により、営業利益は500百万円（同73.1％増）となりました。 

 

以上の結果、当連結会計年度の売上高は277,066百万円（前期比2.3％増）となりましたが営業利益は3,088百万

円（同11.7％減）、経常利益は2,493百万円（同7.7％減）となりました。これに、和歌山近鉄会館跡地の売却益な

どの特別利益1,684百万円と事業用資産に係る減損損失、桃山店の店舗閉鎖損失などの特別損失2,189百万円並びに

法人税等を加減した当期純利益は969百万円（同62.3％減）となりました。 
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当社個別の業績につきましては、前記のグループの業績と同様の理由により、売上高は256,748百万円（前期比

2.7％増）、営業利益は2,657百万円（同11.8％減）となりましたが、経常利益は2,295百万円（同12.6％増）とな

り、前記の特別損益等を加減した結果、当期純利益は1,368百万円（同37.7％減）となりました。 

 

 

（次期の見通し）

今後の見通しにつきましては、引き続き景気は回復基調が続くと考えますが、本年４月１日に施行された消費税

率の引上げの影響や海外経済の下振れ懸念等もあり、先行きはなお不透明な状況が続くと予想されます。このよう

な中、当社グループは平成23年に策定いたしました「新・中期経営計画」の最終年度である平成26年度の目標達成

のための諸施策を遂行し、業績の向上を図ってまいります。 

百貨店業におきましては、あべのハルカス近鉄本店では、グランドオープンにより完成したフルライン・フルタ

ーゲットの品揃えと小劇場「近鉄アート館」等時間消費型サービスの特徴を活かし、日本一滞在時間の長い百貨店

を目指します。また、あべのハルカスの「大阪マリオット都ホテル」、展望台「ハルカス300」、「あべのハルカ

ス美術館」など同ビルに入居する近鉄グループの各施設と緊密な連携を図り、外国人旅行者をはじめ新たに天王

寺・阿倍野地区を訪れる多数のお客様を囲い込んでまいります。 

地域中核店におきましては、奈良店では４階紳士服売場、地階食料品売場等の改装を、和歌山店では２階、３階

の婦人服売場等の改装を行うなど各商圏に応じた施策を積み重ねてまいります。また、郊外店の生駒店ではデイリ

ー性の強い生鮮食料品の強化を中心に１階及び２階の食料品売場の改装を行います。 

専門店ビル事業につきましては、あべのハルカス近鉄本店及びＨｏｏｐとともに阿倍野地区３館体制の一翼を担

うａｎｄで１階から４階の売場改装を行い、普段の生活をより豊かにするグッズを取り揃えます。このほか、名古

屋駅前の近鉄パッセでは昨年に続いて、２階、７階を中心に売場改装を行い、ピュアヤングに人気の旬のブランド

を充実することといたしております。 

当社グループ会社の事業につきましては、あべのハルカスの全面開業により、株式会社Ｋサポートが人材派遣業

務等を、近畿配送サービス株式会社が館内物流業務等をそれぞれ追加受託して、収益を拡大してまいります。 

このような事業活動の推進により、平成27年２月期の見通しといたしましては、連結売上高は304,000百万円

（前期比9.7％増）、営業利益7,400百万円（同139.6％増）、経常利益5,900百万円（同136.6％増）、当期純利益

4,200百万円（同333.2％増）を見込んでおります。 

なお、定例的な会計処理として、商品券等につきましては、時効処理済分の回収見込額を商品券等引換損失引当

金繰入額として営業外費用に、未請求分の時効整理額を未請求債務整理益として営業外収益にそれぞれ計上を見込

んでおります。

 

（２）財政状態に関する分析

①資産、負債及び純資産の状況

当連結会計年度末における総資産は、あべのハルカス近鉄本店の建築設備装飾工事に伴う有形固定資産の取得な

どにより、前期末より11,208百万円増加し148,160百万円となりました。負債は、設備投資等に伴う未払金の増加

や、あべのハルカス近鉄本店の開業に伴う買掛金や預り保証金等の増加などにより、前期末より9,861百万円増加

し119,075百万円となりました。純資産は、当期純利益の計上などにより、前期末より1,346百万円増加し29,085百

万円となりました。この結果、自己資本比率は19.6％となり、１株当たり純資産は71円75銭となりました。 

 

②キャッシュ・フローの状況

「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、税金等調整前当期純利益の計上や減価償却などにより、10,637百万

円の収入（前年同期は2,973百万円の収入）となりました。 

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、主にあべのハルカス近鉄本店に係る設備投資により、11,116百万円

の支出（前年同期は2,560百万円の支出）となりました。 

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、主に借入金の増加により402百万円の収入（前年同期は938百万円の

支出）となりました。 

以上の結果、当期末の現金及び現金同等物は、前期末より76百万円減少し2,837百万円となりました。 
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（キャッシュ・フロー関連指標の推移）

  平成22年２月期平成23年２月期 平成24年２月期平成25年２月期平成26年２月期

自己資本比率（％） 6.2 7.7 17.3 20.2 19.6

時価ベースの自己資本比率

（％）
24.3 28.4 51.3 83.7 93.2

キャッシュ・フロー対

借入金比率（年）
14.8 781.3 4.2 11.5 3.3

インタレスト・カバレッジ・

レシオ（倍）
4.7 0.1 10.1 6.0 27.1

（注）自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対借入金比率：借入金／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利息の支払額

※ 各指標の算出は、連結ベースの財務数値によっております。

※ 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主に対する利益還元を経営上の最重要政策として位置づけており、将来の事業展開に備えた財務体

質の強化を図るとともに、業績や経済情勢などを総合的に勘案し、安定的な配当を目指していきたいと考えてお

ります。

しかしながら、当期の配当については、平成26年３月24日公表の「業績予想の修正および配当予想の修正（無

配）に関するお知らせ」に記載のとおり、誠に遺憾ながら無配とさせていただきます。

当社といたしましては、上記の方針の下、可能な限り早期に株主の皆様に復配できるよう努めてまいります

が、次期の配当につきましては未定としております。
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２．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

近鉄百貨店グループは、

１．創造と革新の姿勢をもって、積極果敢に目標と取り組む

２．顧客第一の精神に徹し、まごころと感謝の念をもって奉仕する

３．よりよき生活の提案者を目指し、魅力ある店づくりに努める

４．相互信頼を基盤として、取引先との共存共栄をはかる

５．理解と協調にもとづく人間関係を樹立し、働きがいのある職場環境をつくる

ことを経営方針としております。そして、お客様の生活のさまざまな場面で、より素敵な暮らしづくりを応援

し、幅広い品揃えときめ細かなサービスの提供を通じて、すべてのステークホルダーの皆様の期待に応えるとと

もに、地域の発展に貢献する企業であり続けることを目指しております。

 

（２）中長期的な会社の経営戦略及び対処すべき課題

当社の主たる事業分野である百貨店業界においては、市場が縮小する中、業種業態を越えた競争が激化してお

り、厳しい経営環境が続いております。

当社では、このような状況に対応するため、平成23年９月に以下の６つの事項を戦略骨子とする「新・中期経営

計画」を策定し、近鉄沿線を中心に百貨店業態と専門店業態の双方を開発、運営する事業者として、地域のお客様

に支持される企業を目指しております。

 

①あべのハルカス近鉄本店への経営資源集中

大阪第３のターミナルである阿倍野・天王寺地区が有するポテンシャルを最大限に引き出し、キタ及びミナミ

地区との競合に打ち勝つため、当社において整備を進めてきたあべのハルカス近鉄本店が本年３月にグランドオ

ープンいたしました。従来型の百貨店運営手法から脱却した、より魅力ある商業施設の構築に取り組むととも

に、あべのハルカス全体の複合機能との相乗効果により更なる価値向上を目指し、今後も同店に対して経営資源

の集中を図ってまいります。また、当社が周辺で運営するＨｏｏｐ及びａｎｄとの一体運営を通じて、この地区

の「街」としての魅力の向上に努めてまいります。

 

②百貨店業態の収益力向上

売場・商品に係る情報基盤の整備を加速し、売場運営業務の効率化とお客様に支持される戦略的な売場変革を

推進することで経営基盤の強化を図ります。加えて、売場単位での損益管理のレベルアップを図り、店舗収益力

の向上に努めてまいります。

 

③郊外店における抜本的な収支改善策の推進

将来的に収支改善が見込めない郊外店については、構造改革を加速させるという方針のもと、平成26年9月末

をもって桃山店を閉鎖することといたしました。その他郊外店についても専門店業態の導入を進めるなど、収益

力の向上に取り組んでまいります。

 

④専門店ビル事業の収益拡大

専門店ビル事業を百貨店業態に次ぐ第二の柱として位置づけ、Ｈｏｏｐやａｎｄなどの専門店ビルのみならず

あべのハルカス近鉄本店内のsolahaの運営等についても強化してまいります。現有商業施設の運営管理でノウハ

ウを培い、将来的には新規商業施設の開発・運営も視野に入れ、業容拡大を目指してまいります。

 

⑤グループ事業戦略 

近鉄グループ各社及びグループ内の他の小売業態との連携や「ＫＩＰＳカード」による近鉄グループ共通ポイ

ントサービスの実施によりグループ流通事業の更なる経営基盤の強化を図ってまいります。

また、当社グループ子会社については役割や位置づけの再検討を行い、グループ経営の効率化を推進するとと

もに、今後の成長が見込める会社に対しては積極的に経営資源を投入し、グループ外への事業拡大を支援してま

いります。一方、リスク管理の徹底、グループ内の内部統制機能の整備・強化についても継続して取り組み、よ

り透明性の高い企業運営体制を構築してまいります。

 

⑥経費構造改革による事業運営効率の向上

国内人口の減少、少子化などの社会構造の変化や本年４月から実施された消費増税など今後も厳しい経営環境

が続くと予想される中、百貨店として生き残るために、店舗及び後方部門の一層の効率化を目指し、構造改革に

引き続き取り組んでまいります。
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（３）目標とする経営指標

上記の基本方針に則り、「新・中期経営計画」の最終年度である平成26年度の連結経営目標数値は以下のとおり

です。

①連結ＲＯＡ（営業利益ベース）5.5％以上

②当社単体営業利益率2.5％以上
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３．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年２月28日) 
当連結会計年度 

(平成26年２月28日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,914 2,837 

受取手形及び売掛金 9,292 10,274 

有価証券 7 1,984 

商品及び製品 11,674 10,409 

仕掛品 471 958 

原材料及び貯蔵品 52 42 

繰延税金資産 2,361 2,237 

その他 4,141 4,893 

貸倒引当金 △27 △161 

流動資産合計 30,886 33,476 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 112,660 123,590 

減価償却累計額 △68,007 △64,818 

建物及び構築物（純額） 44,653 58,772 

機械装置及び運搬具 890 1,206 

減価償却累計額 △654 △898 

機械装置及び運搬具（純額） 235 308 

工具、器具及び備品 10,578 9,953 

減価償却累計額 △8,930 △7,559 

工具、器具及び備品（純額） 1,648 2,393 

土地 31,523 30,095 

リース資産 290 1,785 

減価償却累計額 △109 △220 

リース資産（純額） 181 1,565 

建設仮勘定 3,385 10 

有形固定資産合計 81,628 93,145 

無形固定資産 1,631 1,826 

投資その他の資産    

投資有価証券 7,011 5,267 

長期貸付金 222 180 

敷金及び保証金 10,332 9,013 

前払年金費用 1,382 1,903 

繰延税金資産 3,025 2,508 

その他 1,462 1,443 

貸倒引当金 △629 △604 

投資その他の資産合計 22,806 19,712 

固定資産合計 106,066 114,684 

資産合計 136,952 148,160 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年２月28日) 
当連結会計年度 

(平成26年２月28日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 20,302 22,697 

短期借入金 25,743 11,517 

未払金 4,220 10,004 

未払法人税等 227 452 

商品券 10,646 10,182 

預り金 27,553 27,820 

商品券等引換損失引当金 4,327 4,750 

建物等除却損失引当金 1,275 － 

賞与引当金 153 65 

関係会社整理損失引当金 140 － 

資産除去債務 － 69 

その他 1,665 1,469 

流動負債合計 96,256 89,028 

固定負債    

長期借入金 8,395 23,208 

退職給付引当金 335 350 

資産除去債務 220 205 

その他 4,005 6,282 

固定負債合計 12,957 30,047 

負債合計 109,214 119,075 

純資産の部    

株主資本    

資本金 15,000 15,000 

資本剰余金 9,097 9,097 

利益剰余金 3,573 4,543 

自己株式 △81 △82 

株主資本合計 27,589 28,558 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 62 411 

その他の包括利益累計額合計 62 411 

少数株主持分 86 114 

純資産合計 27,738 29,085 

負債純資産合計 136,952 148,160 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

売上高 270,744 277,066 

売上原価 207,407 211,612 

売上総利益 63,336 65,453 

販売費及び一般管理費 59,839 62,365 

営業利益 3,497 3,088 

営業外収益    

受取利息 6 6 

受取配当金 70 69 

持分法による投資利益 82 － 

未請求債務整理益 1,485 1,663 

施設賃貸料 108 110 

その他 380 503 

営業外収益合計 2,133 2,353 

営業外費用    

支払利息 445 363 

商品券等引換損失引当金繰入額 1,718 1,780 

持分法による投資損失 － 67 

固定資産除却損 274 264 

その他 491 471 

営業外費用合計 2,930 2,947 

経常利益 2,701 2,493 

特別利益    

固定資産売却益 182 762 

受取和解金 － 686 

工事負担金等受入額 － 150 

投資有価証券売却益 47 60 

関係会社株式売却益 － 24 

特別利益合計 229 1,684 

特別損失    

減損損失 － 1,293 

店舗閉鎖損失 － 748 

固定資産除却損等 － 147 

関係会社整理損失引当金繰入額 140 － 

建物等除却損失引当金繰入額 95 － 

立退補償金 71 － 

投資有価証券売却損 55 － 

固定資産売却損 31 － 

関係会社株式売却損 5 － 

特別損失合計 398 2,189 

税金等調整前当期純利益 2,532 1,988 

法人税、住民税及び事業税 223 467 

法人税等調整額 △293 488 

法人税等合計 △69 956 

少数株主損益調整前当期純利益 2,601 1,031 

少数株主利益 30 62 

当期純利益 2,570 969 
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（連結包括利益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

少数株主損益調整前当期純利益 2,601 1,031 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 455 348 

持分法適用会社に対する持分相当額 0 0 

その他の包括利益合計 456 349 

包括利益 3,057 1,381 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 3,027 1,318 

少数株主に係る包括利益 30 62 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成24年３月１日 至 平成25年２月28日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 25,752 14,220 △14,877 △80 25,014 

当期変動額           

減資 △10,752 10,752     － 

欠損填補   △15,875 15,875   － 

当期純利益     2,570   2,570 

自己株式の取得       △1 △1 

自己株式の処分   0   0 0 

連結範囲の変動     5   5 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 △10,752 △5,122 18,451 △0 2,575 

当期末残高 15,000 9,097 3,573 △81 27,589 

 

         

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 △393 △393 55 24,676 

当期変動額         

減資       － 

欠損填補       － 

当期純利益       2,570 

自己株式の取得       △1 

自己株式の処分       0 

連結範囲の変動       5 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

456 456 30 486 

当期変動額合計 456 456 30 3,062 

当期末残高 62 62 86 27,738 
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当連結会計年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 15,000 9,097 3,573 △81 27,589 

当期変動額           

減資         － 

欠損填補         － 

当期純利益     969   969 

自己株式の取得       △0 △0 

自己株式の処分         － 

連結範囲の変動         － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 969 △0 968 

当期末残高 15,000 9,097 4,543 △82 28,558 

 

         

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 62 62 86 27,738 

当期変動額         

減資       － 

欠損填補       － 

当期純利益       969 

自己株式の取得       △0 

自己株式の処分       － 

連結範囲の変動       － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 348 348 28 377 

当期変動額合計 348 348 28 1,346 

当期末残高 411 411 114 29,085 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 2,532 1,988 

減価償却費 6,681 7,057 

減損損失 － 1,293 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △45 △27 

商品券等引換損失引当金の増減額（△は減少） 359 423 

関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） 103 － 

建物等除却損失引当金の増減額（△は減少） 94 △1,275 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 32 16 

賞与引当金の増減額（△は減少） 9 44 

前払年金費用の増減額（△は増加） △311 △520 

受取利息及び受取配当金 △77 △76 

支払利息 445 363 

持分法による投資損益（△は益） △82 67 

固定資産売却損益（△は益） △150 △762 

固定資産除却損等 274 411 

投資有価証券売却損益（△は益） 8 △60 

関係会社株式売却損益（△は益） 5 △24 

受取和解金 － △686 

工事負担金等受入額 － △150 

店舗閉鎖損失 － 748 

立退補償金 71 － 

売上債権の増減額（△は増加） 978 △1,795 

たな卸資産の増減額（△は増加） 306 847 

仕入債務の増減額（△は減少） △1,538 2,632 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △74 △464 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △2,053 970 

その他の固定負債の増減額（△は減少） 11 △2 

その他 122 △2 

小計 7,700 11,015 

利息及び配当金の受取額 77 75 

利息の支払額 △497 △391 

確定拠出年金移行に伴う未払金の支払額 △2,727 △628 

経営構造改革費用の支払額 △131 － 

特別退職金の支払額 △1,171 － 

和解金の受取額 － 738 

法人税等の支払額 △276 △172 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,973 10,637 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有価証券の償還による収入 － 9 

有形固定資産の取得による支出 △4,029 △14,842 

有形固定資産の売却による収入 747 1,622 

有形固定資産の除却による支出 － △147 

無形固定資産の取得による支出 △816 △631 

工事負担金等受入による収入 － 150 

投資有価証券の取得による支出 △5 △4 

投資有価証券の売却による収入 220 198 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

収入 
91 328 

短期貸付けによる支出 △51,685 △64,544 

短期貸付金の回収による収入 52,175 64,462 

長期貸付金の回収による収入 81 48 

敷金及び保証金の差入による支出 △23 △2 

敷金及び保証金の回収による収入 590 514 

預り保証金の返還による支出 △107 △322 

預り保証金の受入による収入 195 2,084 

その他 3 △42 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,560 △11,116 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 166 △7,114 

長期借入れによる収入 6,216 19,800 

長期借入金の返済による支出 △7,265 △12,098 

自己株式の取得による支出 △1 △0 

自己株式の処分による収入 0 － 

少数株主への配当金の支払額 － △12 

その他 △55 △170 

財務活動によるキャッシュ・フロー △938 402 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △525 △76 

現金及び現金同等物の期首残高 3,440 2,914 

現金及び現金同等物の期末残高 2,914 2,837 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報）

当連結会計年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日）

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。

当社グループは百貨店業を中心に事業を展開しており、「百貨店業」、「卸・小売業」、「その他事

業」を報告セグメントとしております。

「百貨店業」は主として衣料品、食料品などの販売と友の会事業を行っております。「卸・小売業」は

食料品、輸入自動車等の販売を行っております。「その他事業」は内装業、運送業、品質検査業、建物管

理業、労働者派遣業等を行っております。

なお、「その他事業」にて建物管理業等を行っておりましたミディ総合管理㈱は、当社及び㈱近創が平

成25年５月24日に全所有株式を売却したため、連結の範囲から除外しております。また、同社の子会社で

「その他事業」にて品質検査業を行っておりました㈱くらし科学研究所も連結の範囲から除外しておりま

す。ただし、これらの会社の連結決算上のみなし売却日（平成25年５月31日）までの損益計算書について

は連結しております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、最近の有価証券報告書（平成25年５月24日提出）

の「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に記載している会計処理の方法と同一でありま

す。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部売上高又は振替高は、第三者間取引価格に基づいております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益、資産その他の項目の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  百貨店業 卸・小売業 その他事業 計 
調整額 

（注）１、２ 

連結財務諸表 

計上額 

（注）３ 

売上高            

外部顧客への売上高 256,666 10,891 9,508 277,066 － 277,066

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
119 3,622 7,450 11,192 △11,192 －

計 256,785 14,514 16,958 288,258 △11,192 277,066

セグメント利益 2,489 188 500 3,178 △90 3,088

セグメント資産 140,573 3,257 5,293 149,125 △964 148,160

その他の項目            

減価償却費 6,998 101 60 7,160 △102 7,057

有形固定資産及び無形固

定資産の増加額 
21,393 35 67 21,497 △267 21,229

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント資産の調整額は、セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分していない全社資産等で

あります。なお、全社資産の金額は1,430百万円であり、投資有価証券の管理部門に係る資産でありま

す。

３．セグメント利益は連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．減価償却費には、長期前払費用等に係る償却費を含んでおります。
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（１株当たり情報）

当連結会計年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日）

 

１株当たり純資産額 71円75銭

１株当たり当期純利益 2円40銭

 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

当期純利益 969百万円

普通株主に帰属しない金額 －百万円

普通株主にかかる当期純利益 969百万円

期中平均株式数 403,772千株
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４．個別財務諸表

（１）貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成25年２月28日) 
当事業年度 

(平成26年２月28日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,248 2,394 

受取手形 73 38 

売掛金 7,786 9,148 

有価証券 7 － 

商品 11,047 9,805 

貯蔵品 45 36 

前払費用 922 674 

短期貸付金 360 470 

未収入金 488 762 

繰延税金資産 2,053 1,817 

その他 1,013 1,380 

貸倒引当金 △16 △156 

流動資産合計 26,031 26,374 

固定資産    

有形固定資産    

建物 32,685 37,667 

減価償却累計額 △12,682 △13,242 

建物（純額） 20,002 24,424 

建物附属設備 78,011 84,233 

減価償却累計額 △54,662 △50,928 

建物附属設備（純額） 23,348 33,305 

構築物 1,046 1,061 

減価償却累計額 △620 △639 

構築物（純額） 426 421 

機械及び装置 － 430 

減価償却累計額 － △247 

機械及び装置（純額） － 183 

車両運搬具 28 35 

減価償却累計額 △24 △27 

車両運搬具（純額） 4 8 

工具、器具及び備品 10,006 9,892 

減価償却累計額 △8,496 △7,516 

工具、器具及び備品（純額） 1,509 2,376 

土地 31,058 29,629 

リース資産 200 1,780 

減価償却累計額 △62 △215 

リース資産（純額） 138 1,565 

建設仮勘定 3,432 10 

有形固定資産合計 79,921 91,925 

無形固定資産    

借地権 387 387 

商標権 5 5 

ソフトウエア 404 1,271 

その他 729 90 

無形固定資産合計 1,527 1,754 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成25年２月28日) 
当事業年度 

(平成26年２月28日) 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,544 3,812 

関係会社株式 3,252 3,177 

破産更生債権等 615 593 

従業員に対する長期貸付金 220 178 

関係会社長期貸付金 100 － 

差入敷金・保証金 10,165 8,868 

長期前払費用 71 112 

前払年金費用 1,382 1,903 

繰延税金資産 2,599 2,003 

その他の投資等 458 453 

貸倒引当金 △621 △598 

投資評価引当金 △810 △870 

投資その他の資産合計 20,978 19,633 

固定資産合計 102,426 113,313 

資産合計 128,458 139,688 

負債の部    

流動負債    

買掛金 18,805 19,974 

短期借入金 24,204 10,151 

リース債務 38 285 

未払金 4,379 10,756 

未払法人税等 103 107 

未払消費税等 464 － 

未払費用 482 449 

前受金 312 349 

商品券 10,646 10,182 

預り金 4,591 5,385 

従業員預り金 1,939 2,015 

関係会社短期預り金 19,100 19,100 

商品券等引換損失引当金 3,085 3,390 

建物等除却損失引当金 1,275 － 

関係会社整理損失引当金 140 － 

資産除去債務 － 50 

その他 0 － 

流動負債合計 89,571 82,198 

固定負債    

長期借入金 8,395 23,028 

リース債務 105 1,374 

資産除去債務 220 205 

長期未払金 1,102 508 

長期預り保証金 2,442 4,059 

その他 318 315 

固定負債合計 12,585 29,493 

負債合計 102,156 111,691 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成25年２月28日) 
当事業年度 

(平成26年２月28日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 15,000 15,000 

資本剰余金    

資本準備金 5,000 5,000 

その他資本剰余金 4,090 4,090 

資本剰余金合計 9,090 9,090 

利益剰余金    

その他利益剰余金    

繰越利益剰余金 2,198 3,567 

利益剰余金合計 2,198 3,567 

自己株式 △77 △78 

株主資本合計 26,211 27,579 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 90 417 

評価・換算差額等合計 90 417 

純資産合計 26,301 27,996 

負債純資産合計 128,458 139,688 
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（２）損益計算書

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

当事業年度 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

売上高 249,885 256,748 

売上原価    

商品期首たな卸高 11,878 11,047 

当期商品仕入高 191,000 194,454 

合計 202,879 205,502 

商品期末たな卸高 11,047 9,805 

商品売上原価 191,832 195,696 

売上総利益 58,053 61,052 

販売費及び一般管理費    

宣伝費 4,629 5,199 

配送費 509 491 

貸倒引当金繰入額 6 7 

役員報酬及び従業員給料手当 12,889 12,711 

退職給付費用 1,094 828 

福利厚生費 2,226 2,217 

営繕・施設整備費 719 854 

水道光熱費 2,388 2,790 

集金販売手数料 2,926 2,982 

業務委託料 5,875 6,078 

賃借料 10,179 11,600 

減価償却費 6,432 6,871 

その他 5,162 5,760 

販売費及び一般管理費合計 55,040 58,394 

営業利益 3,013 2,657 

営業外収益    

受取利息 13 10 

受取配当金 80 462 

未請求債務整理益 1,156 1,201 

家賃収入 346 325 

雑収入 320 492 

営業外収益合計 1,916 2,492 

営業外費用    

支払利息 806 679 

固定資産除却損 267 312 

商品券等引換損失引当金繰入額 1,234 1,293 

雑支出 584 570 

営業外費用合計 2,892 2,854 

経常利益 2,038 2,295 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

当事業年度 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

特別利益    

固定資産売却益 182 762 

受取和解金 － 686 

関係会社株式売却益 12 404 

工事負担金等受入額 － 150 

投資有価証券売却益 47 60 

特別利益合計 242 2,063 

特別損失    

減損損失 － 1,239 

店舗閉鎖損失 － 748 

固定資産除却損等 － 150 

投資評価引当金繰入額 － 60 

関係会社整理損失引当金繰入額 140 － 

建物等除却損失引当金繰入額 95 － 

立退補償金 71 － 

投資有価証券売却損 55 － 

固定資産売却損 31 － 

特別損失合計 393 2,198 

税引前当期純利益 1,887 2,159 

法人税、住民税及び事業税 36 36 

法人税等調整額 △347 755 

法人税等合計 △311 791 

当期純利益 2,198 1,368 

 

㈱近鉄百貨店(8244)　平成26年２月期決算短信

- 21 -



（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自 平成24年３月１日 至 平成25年２月28日）

                (単位：百万円) 

  株主資本 

 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本
合計 

 

資本準備
金 

その他資
本剰余金 

資本剰余
金合計 

利益準備
金 

その他利益剰余金 

利益剰余
金合計  

固定資産
圧縮積立
金 

繰越利益
剰余金 

当期首残高 25,752 12,766 1,447 14,213 653 929 △17,458 △15,875 △76 24,013 

当期変動額                    

減資 △10,752   10,752 10,752           － 

資本準備金の取崩   △7,766 7,766             － 

欠損填補     △15,875 △15,875     15,875 15,875   － 

利益準備金の取崩         △653   653     － 

当期純利益             2,198 2,198   2,198 

自己株式の取得                 △1 △1 

自己株式の処分     0 0         0 0 

固定資産圧縮積立金の取崩           △929 929     － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）                    

当期変動額合計 △10,752 △7,766 2,643 △5,122 △653 △929 19,657 18,073 △0 2,197 

当期末残高 15,000 5,000 4,090 9,090 － － 2,198 2,198 △77 26,211 

 

       

  評価・換算差額等 

純資産合計 
 

その他有価証
券評価差額金 

評価・換算差
額等合計 

当期首残高 △300 △300 23,713 

当期変動額      

減資     － 

資本準備金の取崩     － 

欠損填補     － 

利益準備金の取崩     － 

当期純利益     2,198 

自己株式の取得     △1 

自己株式の処分     0 

固定資産圧縮積立金の取崩     － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

391 391 391 

当期変動額合計 391 391 2,588 

当期末残高 90 90 26,301 
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当事業年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日）

                (単位：百万円) 

  株主資本 

 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本
合計 

 

資本準備
金 

その他資
本剰余金 

資本剰余
金合計 

利益準備
金 

その他利益剰余金 

利益剰余
金合計  

固定資産
圧縮積立
金 

繰越利益
剰余金 

当期首残高 15,000 5,000 4,090 9,090 － － 2,198 2,198 △77 26,211 

当期変動額                    

減資                   － 

資本準備金の取崩                   － 

欠損填補                   － 

利益準備金の取崩                   － 

当期純利益             1,368 1,368   1,368 

自己株式の取得                 △0 △0 

自己株式の処分                   － 

固定資産圧縮積立金の取崩                   － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）                    

当期変動額合計 － － － － － － 1,368 1,368 △0 1,367 

当期末残高 15,000 5,000 4,090 9,090 － － 3,567 3,567 △78 27,579 

 

       

  評価・換算差額等 

純資産合計 
 

その他有価証
券評価差額金 

評価・換算差
額等合計 

当期首残高 90 90 26,301 

当期変動額      

減資     － 

資本準備金の取崩     － 

欠損填補     － 

利益準備金の取崩     － 

当期純利益     1,368 

自己株式の取得     △0 

自己株式の処分     － 

固定資産圧縮積立金の取崩     － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

326 326 326 

当期変動額合計 326 326 1,694 

当期末残高 417 417 27,996 
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５．その他

役員の異動

 本日別途開示しております。
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Ⅰ．連結決算関係

１．連結決算の概要 （単位：百万円）

金額 対前年増減額 増減率 金額 対前年増減額 増減率
売上高 277,066 6,321 2.3% 304,000 26,933 9.7%

営業利益 3,088 △ 409 △ 11.7% 7,400 4,311 139.6%

（売上高営業利益率） (1.1%) (△0.2) (2.4%) (1.3)

経常利益 2,493 △ 207 △ 7.7% 5,900 3,406 136.6%

（売上高経常利益率） (0.9%) (△0.1) (1.9%) (1.0)

当期純利益 969 △ 1,601 △ 62.3% 4,200 3,230 333.2%

（売上高当期純利益率） (0.3%) (△0.6) (1.4%) (1.1)

減価償却費 7,057 376 5.6% 6,700 △ 357 △ 5.1%

設備投資 21,229 16,418 341.3% 3,700 △ 17,529 △ 82.6%

金融収支 △ 287 79 - △ 346 △ 58 -

有利子負債 34,726 586 1.7% 34,300 △ 426 △ 1.2%

連結子会社数 6社 △ 2社 6社 0社
持分法適用会社数 2社 0社 1社 △ 1社

２．設備投資 （単位：百万円）

金額 対前年増減 金額 対前年増減
21,393 16,762 3,700 △ 17,693

35 △ 44 8 △ 26
67 △ 74 20 △ 47

△ 267 △ 224 △ 28 238
21,229 16,418 3,700 △ 17,529

３．連結貸借対照表の主な増減理由 （単位：百万円）
当連結会計年度末 前連結会計年度末 増減額

流動資産 33,476 30,886 2,589
受取手形及び売掛金 10,274 9,292 982 あべのハルカス近鉄本店全館開業による増

有価証券 1,984 7 1,976 １年内償還予定分振替による増

固定資産 114,684 106,066 8,618
建物及び構築物 58,772 44,653 14,118 あべのハルカス近鉄本店の建築設備装飾工事による増

土地 30,095 31,523 △ 1,428 減損、売却による減

建設仮勘定 10 3,385 △ 3,375 建物及び構築物等への振替による減

投資有価証券 5,267 7,011 △ 1,743 １年内償還予定分振替による減

148,160 136,952 11,208
流動負債 89,028 96,256 △ 7,228

短期借入金 11,517 25,743 △ 14,226 返済による減、１年内振替による減

支払手形及び買掛金 22,697 20,302 2,394 あべのハルカス近鉄本店全館開業による増

未払金 10,004 4,220 5,784 建築設備装飾工事未払金による増

固定負債 30,047 12,957 17,090
長期借入金 23,208 8,395 14,813 新規借入による増、１年内振替による増

119,075 109,214 9,861
利益剰余金 4,543 3,573 969 当期純利益による増
その他有価証券評価差額金 411 62 348 上場株式時価評価による増

29,085 27,738 1,346

４．販売費及び一般管理費 （単位：百万円）

金額 対前年増減額 増減率
人件費 19,918 △ 2,112 △ 9.6%

物件費 5,455 981 21.9%

宣伝費 5,824 547 10.4%

諸費 11,336 1,368 13.7%

賃借料 11,785 1,396 13.4%

減価償却費 6,941 385 5.9%

諸税 1,103 △ 40 △ 3.6%

62,365 2,525 4.2%

平成25年度　決算補足資料

合計

主な増減理由

合計

百貨店業

平成26年度予想

平成25年度実績

平成25年度実績

資産合計

負債合計

平成26年度予想

平成25年度実績

連結消去

純資産合計

卸・小売業
その他事業
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５．営業外損益 （単位：百万円）

金額 対前年増減額 増減率
営業外収益 2,353 219 10.3%

受取利息 6 0 1.3%

受取配当金 69 △ 1 △ 2.7%
持分法による投資利益 - △ 82 △ 100.0%

未請求債務整理益 1,663 178 12.0%

施設賃貸料 110 2 2.2%

その他 503 122 32.3%

営業外費用 2,947 17 0.6%

支払利息 363 △ 81 △ 18.4%
商品券等引換損失引当金繰入額 1,780 61 3.6%
持分法による投資損失 67 67 -

固定資産除却損 264 △ 10 △ 3.7%

その他 471 △ 19 △ 4.1%

６．特別損益 （単位：百万円）

金額
特別利益 1,684

固定資産売却益 762 和歌山近鉄会館跡地の売却益

受取和解金 686 和解金の受取

工事負担金等受入額 150 設備工事に対する補助金

投資有価証券売却益 60 上場有価証券の売却益

関係会社株式売却益 24 ミディ総合管理㈱株式の売却益

特別損失 2,189
減損損失 1,293 旧流通センター奈良等の減損

店舗閉鎖損失 748
固定資産除却損等 147 奈良店改装に伴う除却損等

桃山店の営業終了に伴う原状回復費等

平成25年度実績
主な内容

平成25年度実績
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Ⅱ．個別決算関係

１．個別決算の概要 （単位：百万円）

金額 対前年増減額 増減率 金額 対前年増減額 増減率
売上高 256,748 6,863 2.7% 287,000 30,251 11.8%

営業利益 2,657 △ 355 △ 11.8% 7,100 4,442 167.1%

　（売上高営業利益率） (1.0%) (△0.2) (2.5%) (1.5)

経常利益 2,295 257 12.6% 5,600 3,304 143.9%

　（売上高経常利益率） (0.9%) (0.1) (2.0%) (1.1)

当期純利益 1,368 △ 829 △ 37.7% 4,100 2,731 199.6%

　（売上高当期純利益率） (0.5%) (△0.4) (1.4%) (0.9)

減価償却費 6,979 432 6.6% 6,580 △ 399 △ 5.7%

設備投資 21,356 16,778 366.5% 3,700 △ 17,656 △ 82.7%

金融収支 △ 206 505 ― △ 560 △ 353 ―

有利子負債 33,180 580 1.8% 33,000 △ 180 △ 0.5%

２．店別売上高 （単位：百万円）

金額 対前年増減額 増減率 金額 対前年増減額 増減率
91,643 9,273 11.3% 126,200 34,556 37.7%

上本町店 26,527 △ 207 △ 0.8% 26,600 72 0.3%

東大阪店 3,794 △ 27 △ 0.7% 3,800 5 0.1%

奈良店 27,003 △ 175 △ 0.6% 26,900 △ 103 △ 0.4%

橿原店 19,557 △ 488 △ 2.4% 19,300 △ 257 △ 1.3%

生駒店 10,223 △ 199 △ 1.9% 10,200 △ 23 △ 0.2%

和歌山店 23,486 △ 284 △ 1.2% 23,200 △ 286 △ 1.2%

桃山店 8,021 △ 414 △ 4.9% 4,200 △ 3,821 △ 47.6%

草津店 12,459 153 1.2% 12,600 140 1.1%

四日市店 23,192 △ 164 △ 0.7% 23,100 △ 92 △ 0.4%

名古屋店（近鉄パッセ） 10,838 △ 601 △ 5.3% 10,900 61 0.6%

256,748 6,863 2.7% 287,000 30,251 11.8%

（注）１．平成25年６月13日、阿倍野店は、店名をあべのハルカス近鉄本店に変更いたしました。
　　　２．平成25年６月13日、あべのハルカス近鉄本店は、阿倍野店の増床部分に当たるあべのハルカス近鉄本店
　　　　　タワー館を先行オープンし、その後既存館に当たるあべのハルカス近鉄本店ウイング館の全館改装を行
　　　　　い、平成26年３月７日にグランドオープンいたしました。
　　　３．平成26年３月24日開催の取締役会において、平成26年９月末をもって桃山店の営業を終了することを決
　　　　　議いたしました。

３．商品別売上高 （単位：百万円）

金額 対前年増減額 増減率
紳士服・洋品 10,849 402 3.8%

婦人服・洋品 53,992 △ 457 △ 0.8%

子供服 5,438 160 3.0%

その他衣料品 8,347 287 3.6%

計 78,628 391 0.5%

身回品 23,753 1,140 5.0%

家具 3,150 62 2.0%

家庭電器 348 △ 44 △ 11.3%

その他家庭用品 6,741 29 0.4%

計 10,239 47 0.5%

食料品 88,057 2,024 2.4%

食堂喫茶 6,356 △ 2,010 △ 24.0%

雑貨 28,404 1,690 6.3%

薬品化粧品 11,018 824 8.1%

計 39,422 2,514 6.8%

サービス 1,267 △ 85 △ 6.3%

その他 9,022 2,838 45.9%

256,748 6,863 2.7%

４．販売費及び一般管理費の内訳 （単位：百万円）

金額 対前年増減額 増減率 金額 対前年増減額 増減率
人件費 15,757 △ 453 △ 2.8% 16,670 912 5.8%

物件費 5,366 697 14.9% 5,560 193 3.6%

宣伝費 5,199 570 12.3% 6,280 1,080 20.8%

諸費 12,537 718 6.1% 13,150 612 4.9%

賃借料 11,600 1,420 14.0% 14,560 2,959 25.5%

減価償却費 6,871 439 6.8% 6,540 △ 331 △ 4.8%

諸税 1,062 △ 38 △ 3.5% 1,350 287 27.1%

58,394 3,354 6.1% 64,110 5,715 9.8%

あべのハルカス近鉄本店（Hoop等を含む）

合計

平成25年度実績 平成26年度予想

平成25年度実績 平成26年度予想

合計

平成25年度実績 平成26年度予想

合計

平成25年度実績

衣
料
品

家
庭
用
品

雑
貨
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５．営業外損益 （単位：百万円）

金額 対前年増減額 増減率 金額 対前年増減額 増減率
営業外収益 2,492 575 30.0% 1,540 △ 952 △ 38.2%

受取利息 10 △ 2 △ 20.9% 10 △0 △ 5.5%

受取配当金 462 381 471.2% 180 △ 282 △ 61.1%

未請求債務整理益 1,201 45 4.0% 920 △ 281 △ 23.5%

家賃収入 325 △ 21 △ 6.1% 320 △ 5 △ 1.6%

その他 492 172 54.0% 110 △ 382 △ 77.7%

営業外費用 2,854 △ 37 △ 1.3% 3,040 185 6.5%

支払利息 679 △ 127 △ 15.8% 750 70 10.4%

固定資産除却損 312 44 16.8% 200 △ 112 △ 35.9%
商品券等引換損失引当金繰入額 1,293 58 4.8% 1,270 △ 23 △ 1.8%

その他 570 △ 14 △ 2.4% 820 249 43.7%

６．特別損益 （単位：百万円）

金額
特別利益 2,063

固定資産売却益 762 和歌山近鉄会館跡地の売却益
受取和解金 686 和解金の受取
関係会社株式売却益 404 ミディ総合管理㈱株式の売却益

工事負担金等受入額 150 設備工事に対する補助金

投資有価証券売却益 60 上場有価証券の売却益

特別損失 2,198
減損損失 1,239 旧流通センター奈良等の減損

店舗閉鎖損失 748  桃山店の営業終了に伴う原状回復費等

固定資産除却損等 150 奈良店改装に伴う除却損等

投資評価引当金繰入額 60 投資評価引当金の繰入

平成25年度実績 平成26年度予想

平成25年度実績
主な内容
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